
親愛なる ムス リムの 皆様。 アラビア 語で 
「シ ヒル」 と 表現され る 「まじない」 は、 
人々 を ひきつけ、 自然の 法則に 逆らう 事象 
を 生み出し、 人を 誤らせる 技術と いえます。 
まじないは、 物質的、 精神的 媒介を 悪用し、 
なんらかの 意図を 達成し よう とする 企てを 
も 含みます。 

ク ルアー ン では、 まじない について 様々 
な 形で 言及され て お 
り、 それらの 章句に 
おいては 特に、 アツ 
ラーが 預言者 達、 そ 
して 預言者 ム ハン マ 
ドに 下された 啓示は 
真実で あり、 この 預 
言 者 達が ま じない 師 
や 魔術師で ない こと 
が 明白に 述べて あり 
ます。 また、 過去に、 

預言者 達に 対して ま 
じない 師 達が 示した 対立、 中傷に ついても 
触れられ、 まじない 師 たちが 救いの ない 嘘 
つきで あり、 策略 家で ある ことが 示されて 
います。 ハ ディースに おいても、 まじない 
を 行な うこと は 7 つの 大罪の 1 つで あると 
されて います。 

ムス リムの 皆様。 まじない 師の 起源は 最 
初期の 社会にまで さかのぼる ほど、 長い 歴 
史 があります。 それは 根本的に もうけの 為 
に 行なわれる もので、 宗教 や 神聖な ものと 
見なされる ことはありません。 まじないに 
おいては、 神の 意志 や 力を 超越した ところ 
で 物事を 調整で きる、 という ものの 見方が 
存在し ます。 しかし 実際には、 アツ ラーの 
望まれる こと 以外、 まじないが 誰かに 害を 
及ぼした りする ものでは ない ことは、 クル 
アーン の 雌牛 章 第 1 0 2 節で 明らかにされ 
ています。 「だが かれら （悪魔） とて、 ア 


ツ ラーの 御 許しがない 限り、 それで 誰も 害 
する ことは 出来なかった。」 

もちろん、 アツ ラーは 常に、 ご 自身に 庇 
護を 求め、 ご 自身に 敬意を 払い、 ィ バー ダ 
と 命令への 服従に 最大の 努力を 示す しもべ 
たちを、 あらゆる 苦しみ、 災い、 災難、 か 
ら 守られます。 だから 信者は、 「庇護を 求 
める 章」 とされる 黎明 章 (アル •ファ ラク）、 

人々 章 （アン. ナー 
ス） を しばしば 読み、 
寝る 前には ア ーヤト 
ル. タルシを 読み、 ア 
ツ ラーに 庇護を 求めな 
ければ なり ません。 

親愛なる ムス リム 
の 皆様。 イ ス ラームは、 
たとえよ い 意志を 持っ 
て 行なう こ とであろう 
と、 ま じない を 行い こ 
と、 ま じない をさせる 
ことを 大きな 罪と 見なし、 強く 戒めて いま 
す。 まじないの 的中 や 影響力が どれほどの 
ものである かとい う 議論は 脇に おいても、 
イス ラーム 学者 達は ムス リ ム がま じない を 
行なう こと、 行なわせる ことを ハ ラームと 
している のです。 

まじないを 行なわれた として、 人が その 
影響から 救われる 為、 それを 職業と してい 
る 人を 頼る の も、 避けるべき ことです。 ま 
ず 行なうべき ことは、 アツ ラーに 庇護を 求 
め、 ドウ ア ーし、 貧者に サダ カを 払う こと 
です。 アツ ラーは それらに よって、 その 人 
を 災難から 救われる でしょう。 一方、 学者 
や、 神に 対する 畏れを 抱き 罪を 避け、 信頼 
できる 人が、 まじないの 被害に あった 人の 
救いになる ならば、 そこから 益を 得る こと 
には 支障はありません。 
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